プラット フォ— ムの 謙虚で 安易な 気持が ひどく 嬉し 

かった こと を 思い出した。 

ちはん 

H 温泉 池畔の 例年の 家に 落着いた。 去年 この 家に い 

あひる 

た 家鴨 十数 羽が 今年 はたった 雄 一 羽と 雌 三 羽と だけに 

減って いる。 二、 三日 前まで は 現在の 外にもう 二、 三 

羽 居た の だが ある 日 おとずれて 来た ある 団体客の 接待 

に 連れ去られ たそうで ある。 生き残った 家鴨 ども はわ 

れ われに は 実によ く馴 ついて、 ベランダの 階段の 一番 

上まで 上がって 来て パン屑 をね だる。 そうして 人 を 頼 

る 気持 は 犬 や 猫と 同じで あるよう な 気がする が、 しか 

しどうしても 体 軀には 触らせまい として 手 を 出す と 逃 



ひすい 

摘んで 二十 倍で 靦 いてみ た。 まるで 翡翠 か 青玉で 彫刻 

たま ほこ 

した 連珠 形の 玉鋅 とで も 云った ような 実に 美しい 天工 

の 妙に 驚嘆した。 たった 二十 倍の 尺度の 相違で 何十 年 

来 毎日 見馴れた 世界が こんなに も 変った 別世界に 見え 

るので ある。 ワンダ— ランドの アリスの 冒険の 一場面 

を 想い出した。 顕微鏡 下の 世界の 驚異に はしかし 

おとぎばなし 

御伽 噺 作者な どの 思い も 付かなかった ものが あるら し 

ヽ o 

レ 

シモッ ケの饊 形 花 も 肉眼で 見たところ では、 あの 一 

つ 一 つの 花冠 は さっぱりつ まらない ものであるが、 二 

十倍に して 見る とこれ も 驚くべき 立派な 花で ある。 桃 



力 ワラ マ ツバ の 小さな 四 弁 花 は 弁と 弁との 間から 出 

た 雄蕊が みんな 下へ 垂れ下がって 花 心から 逃げ出し そ 

うにして いる。 ゥッボ ダサの 紫 花の 四 本の 雄蕊 は 尖端 

ふ また やく 

が 二た 叉に なって いて、 その 一方の 叉に は葯が あるの 

に 他の 一 方 は それがなくて 尖った ままで 反り 曲つ て い 

あさはか 

る。 こうした 造化の 設計に は 浅 墓な われわれに は 想像 

もっかな いような 色々 の 意図が あるか もしれ ない とい 

う JI「 メが する 

以上の ような 花に 比べ ると 例えば ホ タルブ クロの よ 

うな 大きな 花 は 却って 一 一十 倍く らいに 廓 大して 見ても 

それ 程び つ くりす るよう な 意外な 発見 はない ようで 



まんどう 

きの 通り を 練って いた。 万燈を 持った 子供の 列の 次に 

七夕 竹の ような もの を 押し立てた 女児の 群が つづいて、 

かたぎぬ 

その後 からまた 肩 衣 を 着た 大人が 続く という 行列 も 

あった。 東京で ヮッシ ョィ/ というと ころ を、 

ここで は ワイ ショ 1/\ と 云う の も 珍しかった。 この 

方が のんびりして 野趣が ある。 

巿 役所の 庭に 市民が 群集して いる。 その 包囲の 真中 

から 何 かしら 合唱の 声が 聞こえる。 かって 聞いた 事の 

どきょう リズム 

ない 唱歌の ような 読経の ような、 ゆるやかな 旋律が 聞 

こえて いるが 何 をして いるか 外から は 見えない。 一段 

高い 台の 上で 映画 撮影 を やって いるの が 見える。 そこ 



毎日 カツ コゥ ゃホト トギス がよく 啼く。 これらの 鳥 

しばらく 

の 啼く の でも 大概 平均 三 声く らい 啼 いてから 少時 休む 

と いう 場合が 多い ようで ある。 偶然と 云えば 偶然 かも 

しれない が、 しかし 何 か 生理的に 必然な 理由が あるの 

かもしれ ない。 

七月 二十 一日に いったん 帰京した。 昆虫の 世界 は視 

く 間がなかった。 八月に また 行った とき、 もう 少し 顕 

微鏡 下の 生命の 驚異に 親しみた いと 思って いる。 

(昭和 十 年 九月 『家庭』) 
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